

















































































　　　　　　　　例： Sato, Suzuki, and Tanaka（2015）は……と述べているが、さらに　Sato 
et al.（2015）は、…………と報告している。
















　　　　　　　　著者名（発行年）. 論文の表題. 掲載雑誌名, 号もしくは巻（号）, 始頁－終頁．
　　　　　　　　例： 竹尾惠子（2008）. 政策医療における看護の創造と発展. 日本看護科学会
誌, 55（5）, 19-23.
　　　　　　　　例： Kato, A. ＆ Marcia, A.P.（2004）. Study of critical thinking skills in 




　　　　　　　　例： 小村三千代（2009）. 小児をめぐる看護現象入門. ライフサポート社.
　　　　　　　　例： Polit, D.F. ＆ Beck, C.T.（2008）. Nursing research Generating and 
Assessing Evidence for Nursing Practice（8th ed.）. Philadelphia, USA: 
W, W, Lippincott.
　　　　　　　　尚、洋書の場合は、出版地を記載する。
　　　　　　　　 分担執筆の場合：著者名（発行年）. 章のタイトル, 編者名, 書名（版数）, 頁数. 
出版社名．
　　　　　　　　例： 征矢野あや子（2009）. 転倒予防の自己効力感の評価, 武藤芳照監修, 転落
予防らくらく実践ガイド. 70-71, 学研．
　　　　　　ｃ．翻訳書
　　　　　　　　 原著者名（原書の発行年）／訳者名（翻訳書の発行年）. 翻訳書の書名（版数）. 
出版社名．




　　　　　　　　著者（可能であれば）. 文章タイトル, 入手年, アドレス（URL）










　　　　　　　　例： 佐藤一男, 鈴木花子, 田中太郎, 渡辺道子, 高橋明子, 山本次郎,……佐久桃
子（2015）. 論文の表題. 掲載雑誌名, 号もしくは巻（号）, 始頁－終頁.
11．本誌に掲載された論文の著作権は、佐久大学に帰属する。
12．別刷は10部とし、それを越えるものについては実費負担とする。
付則　この規定は　平成20年６月23日から施行する。
付則　この規定は　平成22年４月１日から一部改正する。
付則　この規定は　平成24年４月１日から一部改正する。
付則　この規定は　平成26年４月１日から一部改正する。
付則　この規定は　平成27年４月１日から一部改正する。
